
     芭蕉翁生家保存改修工事 現地調査報告 

                        令和 3年 5月 14日 

 

１．瓦  主屋・角屋 昭和５９年度工事の葺替え瓦（６４版・地元産）。 

     釣月軒   昭和５８年度工事？の葺替えに古瓦（７２版）使用。 

全葺替え予定から再使用に変更 

 

２．野地 主屋・下屋 当初の野地が残る。 

     角屋    当初の野地が残る。 

角屋は仕様が違うことから増築の可能性有。 

     釣月軒   昭和５８年度工事に全面葺き替え。 

 

３．畳  主屋・角屋 昭和５９年度工事に全面作り替え。稲床再使用に変更。 

     釣月軒   昭和５８年度工事に全面葺き替え。稲床再使用に変更。 

      ６尺３寸弱の関西間の畳寸法。 

 

４．土間 管理室の床下に当初？土間仕上げが残っていた。 

     主屋座敷下には、当初土間が残る。 

     トウリニハの仕上げは昭和５９年度工事の施工。 

 

５．木部 柱は大黒柱、道路側主要柱に欅、他の柱は杉が使われる。 

     横材は松。 

     盤木は栗材に変更。丸柱の破損部は含侵及び人工木材充填補修に。 

 

６．壁  ザシキ・ナカノマ・3帖に聚楽壁仕上げ（建材）の下に色土壁。 

     内便所に黄大津壁。他の壁は荒壁（表面を押さえた仕上げ）に 

     後に中塗りした壁が多い。色土壁、黄大津壁は復原予定。 

     南面の妻壁に漆喰塗りが残る（現状保存）。 

 

７．天井 西縁（昭和５９年度工事）以外は当初材か。 

 

８．建具 障子・板戸に古い形が残る。襖はザシキ脇床の襖の保存の要検討。                

 他の襖は新しいが損傷が有り作り替えで検討。 

     ミセノマの格子は後付けで柱通りに溝跡の痕跡と障子が現存。 

     2階コヤウラの格子（現状板張）に溝の痕跡。 



９．復原部分 

    ①3 帖と風呂との壁（ラスボード下地）が開口部、片引建具の溝跡有。 

     風呂入り口の襖は板戸にて復原検討。 

    ②流し前の開口部のマグサに 2本溝の痕跡。引き違い板戸で復原検討。 

 

10．損傷部分の追加補修 

    ①主屋 北面壁の腐朽による補修 

     柱の柱脚部の欠損（建物の傾き原因）と北側（柱半分に及ぶ）の腐朽、 

     梁の腐朽、板張りの劣化（下部に旧材使用）が著しい。 

     当初柱の腐朽部を取り室内側の材を残し補強柱を添える補修検討。 

     板張りは一部に旧材を再使用して張替えとする。 

     併せて、隣地よりの雨水等の排水不良の改善を検討する。 

    ②ミセノマ 上框 腐朽部分の補修 

     松（当初材）の腐朽部分を取り、庭側の部材を残して同材を添えて 

修復する。 

    ③ナカノマ 足固め貫 腐朽部分の補修 

     松（当初材）の腐朽が著しいことから松材で取替とする。 

    ④ザシキ 西面足固め貫 腐朽部分の補修 

     松（当初材）の腐朽が著しいことから松材で取替とする。 

    ⑤西縁 縁框 腐朽部分の補修 

     松（当初材+補修材）の腐朽が著しいことから、今後の耐久性を考慮 

して檜材で取替とする。 

    ⑦北縁 縁框 腐朽部分の補修 

     松（補修材？）の腐朽が著しいことから、今後の耐久性を考慮して 

檜材で取替とする。 

     当初設計に含む補修。上記の開口部復原と合わせて補修する。 

    ⑧トウリニワ 梁 腐朽部分の補修 

     松（当初材）の腐朽が著しく危険な状態であることから、松材で腐朽 

部分の取替とする。 

    ⑨蔵 隅柱 腐朽部分の補修 

     隅柱の腐朽が著しことから、添え柱による補修をする。 

     腐朽原因の竪樋の漏水と漆喰壁の損傷を防止する対策を検討する。 

     庇の屋根材が板であることから金属板で覆うことも検討する。 

 

11．発見物 

    ①埋蔵物 根切部分 ②主屋 天井の貼紙 ③釣月軒 上棟祭の幣串 

































  補足資料 

 

【主屋北側 既存側溝の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状では途中から側溝がありません。そのため、ミセノマ床下へ

雨水が流入していることが分かりました。 

市道側へ雨水を流すよう側溝を追加します。 

外壁への湿気対策のため現状から北側（隣地所有者と協議済み）

へ側溝を移設します。 


